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3. はじめに 本システムの構成 
インターネットの普及に伴い、家庭内のインタ

ーネット環境もブロードバンド化の一途を辿っ

ている。ADSLなどに代表されるブロードバンド
回線が比較的安価に提供されており、ゲーム・音

楽・映像などのオンラインコンテンツ配信へのニ

ーズが高まってきている。そのような中でだれで

もストリーミング放送をできるようにするソフ

トである PeerCast に代表されるように、個人で
配信するための環境が整い始めている。 

 提案するシステムの構成を図１に示す。このシ

ステムは主に３つの要素から構成される。 
1) 統合管理サーバ 
統合管理サーバは、ストリーミング配信サーバ

に対してユーザ管理、課金、配信管理などの機能

を提供し、ユーザクライアントに対してコンテン

ツ検索、統一課金などの機能を提供する。この統

合管理サーバにユーザクライアント、配信サーバ、

コンテンツを登録することが必要である。 
2) ストリーミング配信サーバ このような現状をふまえ、本研究では統合管理

サーバを用いて、各個人が作成したコンテンツを

より容易に配信・管理できるように支援すること

で、自らのブロードバンド環境を用いてストリー

ミング配信することができるシステムを提供す

ることを目的としている。 

ストリーミング配信サーバはストリーミング

を用いて動画を配信するホストを表す。このホス

トには、現在すでにサービスを行っている配信業

者やストリーミングサーバを個人で所有するユ

ーザなどが考えられ、その種類は多種多様である。 
3) ユーザクライアント  

ユーザクライアントは、サービスを受けるホス

トを表す。前提として統合管理サーバに登録をさ

れているクライアントを指す。 

ストリーミング配信の問題点 
 ストリーミングの品質は、ネットワークの状況

に強く依存してしまう。そのため、ストリーミン

グビジネスを考えるとき、サービス品質の保証は

非常に重要な問題である。 

ストリーミング配信サーバ B

ストリーミング配信サーバ C

ストリーミング配信サーバ A

統合管理サーバ

配信ネットワーク

ユーザホスト

 

また、ユーザのインターネットを介したコンテ

ンツ利用時の不満として「魅力的なコンテンツが

少ない」というものを全体の 37％の人が感じてい

るという[1]。これは、拡大・複雑化するインタ

ーネットの世界において、魅力的なコンテンツに

ユーザが容易に到達できないことが要因である

ことが推測される。 

これらの問題を解決するために、本研究では統

合管理サーバを配置することで、検索・管理・課

金を統合的に行なうことが可能となるストリー

ミング配信システムを提案してきた[1]。 

図1 提案システムの構成 

 

4. 本システムの配信管理機能 
本稿では、JMX を用いて取得した情報から障
害発生時の情報の変化傾向に着目し、障害の種類

を特定するための検討を行った。 

本システムでは、配信を管理する機能を有して

いる。統合管理サーバは各クライアントの JMX 
Agentに対してさまざまな管理情報を取得するた
めに HTTPSでリクエストを送信する。それに対
して各 JMX Agent は、WMI や標準の SNMP 
Agent 等を用いてオブジェクト ID に対応した各
情報を取得し、統合管理サーバへ返信する。 
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信中はそれらの情報を基に、配信の途切れや物理

的障害を監視する。障害発生時は配信元があらか

じめ定めておいた保障を行う。 
なお、ここで述べる JMX Agentの実装には、

Agent 開発を簡易に行うことのできる、
AdventNet の提供する Agent Tool Kit Java／
JMX Edition 5.0を用いる[2]。 
 
5. 障害検出に必要な情報 
これまで、本研究ではストリーミング配信を行

っている際の障害について、その障害を検出する

ために必要な情報を定義した[1]。 
 それらの情報をさらに検討したところ、ストリ

ーミング配信を行っているときに、顕著な変化を

見せる情報があることがわかった。また、その中

には障害が発生することによって、ある変化傾向

に従って変化するものがあることがわかった。 
 本稿では、各障害に対して管理情報の変化傾向

を定義し、それらの傾向の変化を監視することに

よって、障害を検出する方法について検討を行っ

た。これまでは、各障害に対して、障害検出に必

要な情報までしか定義していなかったが、今回は

それに加え、変化傾向という項目も新たに定義し

た。定義イメージを図 2に示す。 
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図 2 情報の定義の拡張 
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7. 

変化傾向について 
 変化傾向として、消滅・一定値固定・単調増加・

区分増加の 4つを定義した。区分増加とは、ある

一定の変化が繰り返し起こる状態を意味する。 

 

障害検出実験 
 今回は最も簡単な障害であるケーブル切断に

ついて、障害情報を定義し障害検出実験を行った。

実験環境はWindows 2000 ServerからWindows 
XP Professional に対して Windows Media 
Service を用いて配信を行った。使用したプロト
コルは mms である。そして配信の途中に故意に
障害を発生させた。クライアントのケーブル切断

時の情報の定義は図 3のようになる。実験のため、
管理情報を取得するための管理 Manager を作成

し、どの程度の精度で検出可能なのか、またどの

程度の情報取得間隔が最適なのかなどについて

検討を行った。 
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図 3 ケーブル切断の情報定義 
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実験結果 
検証の際に傾向をわかりやすくするために移

動平均を用いて情報をスムージングし検出を行

った。その結果、情報の取得間隔を 0.5秒間隔で
行った場合は、障害の検出が可能だが処理の負荷

が高かった。そのため、情報取得の間隔を 1秒間
隔にしたところ約 9割以上の確率で障害が検出で
き、負荷も軽減された。 
 
まとめと今後の課題 
 本稿では、管理情報の変化傾向に着目し、その

傾向を監視することで障害が検出できることを

確認した。その結果、本方式では緩やかに情報を

取得することで、十分に高い精度を持って障害が

検出可能であることがわかった。 
今後の課題としては以下のようなものがある。 

  多地点配信 
標準的に使われている MIBⅡには配信先ごと
に別の情報を取ることはできない。そのため、

この方式が多地点配信を行う際にはこのままで

は使えない。よって独自にMIBを定義し配信先
ごとのパケットを分けて情報を取得する必要が

あると思われる。 
  複数障害 
今回は実験の簡単化のため、わかりやすいケ

ーブル切断を用いたが、もっと複数の障害につ

いても情報を定義し、実験を行う必要がある。 
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